
小町山山行報告 
【山 行 日】 ２０２２年 １２月 ２５（日）    晴れ 

【集    合】  野木町役場 P     AM ７：００ 

【費    用】  マイカー２台  ：    ９００円 

【メンバー】  ＣＬ：鈴木、  SL:大西   青柳、植竹、

大塚、島田、関、津佐、福島、渡辺 

【コースタイム】野木町役場 P7:00＝小町の館

P8:00/8:20～鬼越山 9:40/9:50～小町 10:10/10:15 

～朝日展望公園10:50/11:25～小町の館12:10/12:20

＝JA サンフレッシュ 12:30/12:50＝ 

野木町役場 P14:00 

 冬場の里山ハイクとして人気がある、鬼越山から小町山の周遊コースを計画した。たまたまクリス

マス山行になり、下山後は小町の館で美味しい常陸蕎麦を食べる計画だったが、蕎麦屋は今日か

ら年末休業になっていた。仕方なく昼食は、朝

日展望公園で食べる計画に変更した。野木町

役場を７時に出発し、国道１２５号線を東に進

み、小田十字路を左折して小町の館駐車場に

着く。手前の登山者用駐車場に車を止め、出

発の準備を整えたらトイレに向かう。トイレを済

ませてストレッチを行い、小町の館西側の道路

を右に進む。すぐに朝日峠ハイキングコース

への道を右に分け、左に集落の前を進むと小

町山登山口の標識があり右の山道に入る。 

山の神や馬頭尊などを見ながら進むと尾根沢コース分岐に出て、左に沢コースへ向かって進む。 

しばらく下りながら進み、沢を渡ると沢沿いの道を緩やかに登って行く。小町山の神の先で再び分

岐となり、ここは左に鬼越山方面へと進む。大きな岩の熊の石は上を通る道が出来ていて、前を通

らず登って行く。ここから尾根上の急坂を九十

九折れに登り、東城寺への分岐を右に分け直

登して進む。自然林の明るい尾根を登って行

き、子宝の木や三つ石にはベンチがあり小休

止して水分を補給する。展望岩の先で仲良し

小道を右に分け、尾根上を直進し松の木広場

を過ぎると林道に出る。林道を横切って急坂を

登ると、ベンチが置かれた鬼越山山頂に着く。

山頂からの展望は良くないが、記念写真を撮

ってベンチで休憩する。ここから林道まで戻り、

林道を左に進むとパープルラインに出て、直ぐ

に右の登山道を登ると小町山山頂に着く。 



山頂は広く整備されており、ベンチやザックを掛けるラックが拵えてある。地元の小町里山愛好会

のメンバーが、登山者の為に作ってくれたベンチにありがたく座らせてもらう。北側に聳える筑波山

を眺めながら、リンゴや菓子を美味しくいただい

た。山頂から南に下って行くが、男坂と女坂に分

かれている。我々はゆるやかな女坂を下り、直

ぐに朝日峠展望公園分岐を左に下って行く。ゆ

植林帯の薄暗い道をどんどん下り、沢を渡ると T

字路になり左に登り返す。傾斜が緩くなると間も

なくパープルラインに出て、道路を右に進むと朝

日峠展望公園の駐車場に出る。駐車場の先にト

イレがあり、トイレを済ませたら展望台に向かっ

て登って行く。展望台からの眺望は素晴らしく、

筑波山や霞ケ浦はもとより、東京スカイツリーや新宿副都心の高層ビルを望むことが出来る。 

展望所の東屋でランチの予定だったが、先客が居て風が強いので来た道を緑の広場まで戻り、こ

この東屋でランチタイムとする。お湯を沸かしてカップ麺やスープを作り、唐揚げやキンピラ、漬物

などが並び美味しくいただいた。ランチが済んだ

ら下山開始し、こもれびの森や野鳥の森を通っ

てもみじ谷に下る。途中、小町里山愛好会の方

達と会い、ハイキングコース整備に対する感謝

の気持を伝える。もみじ谷の木橋を渡り、沢沿い

のロックガーデンを下ると愛好会の小舎に出る。

ここからは広い道を下るようになり、パラグライ

ダー練習場を過ぎて沢沿いの道を下ると往路の

道路と合流する。道路を左に進むと直ぐに小町

の館に着き、トイレを済ませたら靴を履き替えて

車に乗り JA サンフレッシュに向かう。JA サンフレッシュは新鮮な野菜や花が豊富にあり、皆さん沢

山の野菜や花を買っていた。我輩も富有柿やサツマイモを買ったが、とても安くて美味しくて得した

気分になる。皆さんもレジ袋をぶら下げて車に戻り、大満足の様子だった。 

 


